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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　繊維シートからなる基材シートと、該基材シートの一面側に設けられた複数の凸状部と
を有し、凸状部が弾性材料から構成されており、凸状部間において基材シートが露出して
いる、毛穴中の皮脂除去シートを用いた毛穴中の皮脂除去方法であって、
　皮脂除去シートは、これを構成する基材シートに皮脂溶解性の洗浄剤が含浸されており
、該洗浄剤が凸状部間から滲出するようになっており、
　皮脂除去シートにおける凸状部が設けられた面をヒトの鼻に当接させ、１～１０分貼付
して洗浄剤で肌を湿潤させた状態下に、皮脂除去シートにおける基材シート側から該シー
トを介して肌を揉み、毛穴中の皮脂を押し出して除去する毛穴中の皮脂除去方法。
【請求項２】
　基材シートの一面に、弾性材料から構成されたメッシュシートが配されており、該メッ
シュシートにおける線状材によって凸状部が構成されている請求項１に記載の毛穴中の皮
脂除去方法。
【請求項３】
　基材シートの一面に、弾性材料からなる凸状部がパターン印刷によって配置されている
請求項１に記載の毛穴中の皮脂除去方法。
【請求項４】
　洗浄剤が、油剤、界面活性剤又はポリオール類の少なくとも１種を含むものである請求
項１ないし３のいずれか一項に記載の毛穴中の皮脂除去方法。
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【請求項５】
　油剤が揮発性のものである請求項４に記載の毛穴中の皮脂除去方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
 　本発明は、ヒトの鼻の毛穴中に存在する皮脂を除去する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ポイントメイクを行う場合には、ドレッサーを用いるよりも手鏡を用いることの
方が多くなっている。手鏡を用いてポイントメイクを行うことは、至近距離でメイクを行
うことになるので、ドレッサーを用いる場合よりも毛穴の目立ちに気がつくことが多い。
そこで、毛穴を目立たなくする商品が求められている。毛穴目立ちの最たる原因は角栓で
あると一般に考えられている。これに関連して本出願人は先に、毛穴中に存在する角栓を
除去するためのピールオフタイプのシート状パックを提案した（特許文献１参照）。この
シート状パックは、被膜形成性化粧料と透湿性基材からなるものである。このシート状パ
ックにおける被膜形成性化粧料の形成面を例えば鼻に貼付し所定時間の経過後に剥離する
と、毛穴中の角栓が、被膜形成性化粧料に随伴して毛穴中から取り出されて除去される。
【０００３】
　角栓は、毛穴中に存在する皮脂が、脱落した角層や汚塵等と混ざり合って固化したもの
であると一般的に考えられている。したがって角栓のみを除去しても、毛穴中には依然と
して皮脂（以下、この皮脂を「貯留皮脂」という）が残存しているので、日数が経過する
と、残存した貯留皮脂に起因する新たな角栓が生じることとなる。角栓が発生することを
防止するためには、その原因物質である貯留皮脂の除去が重要となる。
【０００４】
　毛穴中に存在する貯留皮脂を効果的に取り除くための手段として、エステティックサロ
ンで施術される吸引法が知られている。しかしこの方法によって貯留皮脂を除去しても約
１週間程度で皮脂が再び貯留してくるので、約１週間ごとにこの方法で貯留皮脂を除去す
る必要がある。したがってこの方法は極めて煩雑であり、かつ施術費もかさむ。また吸引
法を行う場合に、吸引効率を高めるために真空吸引を行うと、内出血が起こることがあり
、これが紫斑の原因となる場合がある。家庭用の吸引器も販売されているが、これは吸引
力がエステティックサロンのものよりも弱いので、効果的に貯留皮脂を吸引できない。
【０００５】
　ところで、貯留皮脂の除去とは異なるが、対人用のワイパーとして、不織布と網状シー
トとが積層一体化されたものが知られている（特許文献２参照）。また、上層及び基層を
含み、該基層がラテックスコーティングされたセルロース繊維を含むパーソナルクレンジ
ング物品も知られている（特許文献３参照）。同文献によれば、この物品は角質除去用具
として機能するとされている。しかし、これらの文献には、毛穴中に存在する貯留皮脂の
除去については何らの考慮もされていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平７－３３０５７５号公報
【特許文献２】特開２００１－２９５１６９号公報
【特許文献３】特表２００６－５０１１６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、毛穴中に存在する貯留皮脂を容易に除去し得る物品を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　本発明は、繊維シートからなる基材シートと、該基材シートの一面に設けられた複数の
凸状部とを有し、凸状部が弾性材料から構成されており、凸状部間において基材シートが
露出している、毛穴中の皮脂除去シートを提供するものである。
【０００９】
　また本発明は、前記の皮脂除去シート及び皮脂溶解性の洗浄剤を備える毛穴中の皮脂除
去キットを提供するものである。
【００１０】
　更に本発明は、前記の皮脂除去シートを用いた毛穴中の皮脂除去方法であって、
　該シートにおける凸状部が設けられた面を肌に当接させ、次いで該シートにおける基材
シート側から該シートを介して肌を揉み、毛穴中の皮脂を押し出して除去する毛穴中の皮
脂除去方法を提供するものである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の皮脂除去シートによれば、毛穴を目立たなくする処置を、家庭で簡単に、かつ
安価に行うことができる。また本発明の皮脂除去シートによれば、肌にダメージを与える
ことなく、毛穴を目立たなくする処置を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１（ａ）は、本発明の毛穴中の皮脂除去シートの一実施形態の平面図であり、
図１（ｂ）は拡大断面図である。
【図２】図２（ａ）及び（ｂ）は、図１に示す皮脂除去シートの使用状態を示す模式図で
ある。
【図３】図３（ａ）は、本発明の毛穴中の皮脂除去シートの別の実施形態の平面図であり
、図３（ｂ）は拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下本発明を、その好ましい実施形態に基づき図面を参照しながら説明する。図１には
本発明の毛穴中の皮脂除去シート（以下、単に「皮脂除去シート」ともいう。）の一実施
形態が示されている。同図に示す皮脂除去シート１０は、ヒトの鼻に貼付するためのもの
である。皮脂除去シート１０は、２層構造になっている。具体的には、皮脂除去シート１
０は、基材シート２０とメッシュシート３０の積層体から構成されている。基材シート２
０は、皮脂除去シート１０の輪郭を画成している。メッシュシート３０は、基材シート２
０の一面の全域を覆うように該基材シート２０上に積層されている。基材シート２０とメ
ッシュシート３０とは所定の接合手段によって一体的に接合されている。メッシュシート
３０における網目の位置においては、基材シート１０の表面が露出している。
【００１４】
　皮脂除去シート１０は、平面視して概して台形の形状をしている。台形の斜辺の部位は
滑らかな曲線を描いている。台形の上辺においてはその中央域が下方に向けて円弧状に陥
没している。一方、台形の下辺においては、その中央域が下方に向けて円弧状に突出して
いる。この皮脂除去シート１０は、図２に示すように、ヒトの鼻に貼付して使用される。
この場合、皮脂除去シート１０の縦中心線を鼻背と一致させて、上辺が鼻根側に位置し、
下辺が鼻尖側に位置するとともに、左右の側部が各鼻翼に位置するように、該皮脂除去シ
ート１０を貼付する。貼付の手段については後述する。
【００１５】
　皮脂除去シート１０を構成する基材シート２０は、メッシュシート３０の支持体として
の作用を有するとともに、後述する洗浄剤の含浸保持部位としての作用を有する。また、
毛穴から除去された貯留皮脂や角栓を保持する保持部としての作用も有する。これらの作
用を発揮させる観点から、本実施形態においては基材シート２０として繊維シートを用い
ている。繊維シートとしては、繊維材料から構成されるシート材であればその種類に特に
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制限はない。例えば不織布、織布、編み物地若しくはこれらの複合材料、又はこれらと他
のシート材との複合材料が挙げられる。加工のしやすさや経済性、入手の容易さ等の観点
からは、繊維シートとして不織布を用いることが好ましい。
【００１６】
　繊維シートとして不織布を用いる場合、該不織布の種類に特に制限はなく、公知の方法
で製造されたものを、皮脂除去シートの具体的な用途に応じて適切に選択して用いること
ができる。例えば、スパンレース不織布、メルトブローン不織布、スパンボンド不織布、
エアスルー不織布、レジンボンド不織布、ニードルパンチ不織布などを用いることができ
る。また、これらの不織布の複合体を用いることもできる。そのような複合体としては、
例えばスパンレース－メルトブローン不織布、スパンボンド－メルトブローン不織布、ス
パンボンド－メルトブローン－スパンボンド不織布、スパンレース－メルトブローン－ス
パンレース不織布などが挙げられる。特にメルトブローン不織布の一方の面に親水性の繊
維を積層し、かつ他方の面に疎水性の繊維を積層し、水流交絡法等でこれらを交絡一体化
して形成した複合不織布が、使いやすさや皮脂除去のしやすさの点で好ましい。
【００１７】
　繊維シートを構成する繊維の種類は、皮脂除去シートの具体的な用途や、これに含浸さ
せる洗浄液の液性に応じて適切に選択して用いることができる。かかる繊維としては、熱
可塑性の合成繊維や、天然又は半天然繊維を用いることができる。合成繊維としては、ポ
リエチレンやポリプロピレン等のポリオレフィン系繊維、ポリエチレンテレフタレート等
のポリエステル系繊維、ポリアミド繊維、アクリル系繊維、ポリ酢酸ビニル、ポリビニル
アルコール、ポリビニルブチラール、酢酸ビニル・ビニルピロリドン共重合体等のポリビ
ニル系繊維、ポリスチレン系繊維、これらの樹脂を２種以上ブレンドした繊維、これらの
樹脂からなる多成分系複合繊維（例えば芯鞘型複合繊維やサイド・バイ・サイド型複合繊
維）などを用いることができる。一方、天然又は半天然繊維としては、コットン、レーヨ
ン、パルプ、麻、絹、羊毛などを用いることができる。これらの各種繊維は単独で又は２
種以上を組み合わせて用いることができる。
【００１８】
　繊維は長繊維連続フィラメントでもよく、あるいはステープルファイバでもよい。ステ
ープルファイバを用いる場合には、不織布の製造方法に応じて適切な長さのものを用いら
れる。例えばカード機を用いてウエブを作製し、これを水流交絡させたり、エアスルー方
式の熱風を吹き付けたりして不織布を製造する場合には、３０～７０ｍｍ程度の長さのス
テープルファイバを用いることが、良好な仕上がりの不織布が得られる点から好ましい。
繊維の太さは、洗浄剤の保持性に影響を与える一因である。この観点から、繊度が０．１
１～１１ｄｔｅｘ、特に０．２２～５．５ｄｔｅｘであるものを用いることが好ましい。
【００１９】
　繊維シートの坪量は、皮脂除去シート１０の操作性や、該繊維シートの強度の影響を与
える一因である。この観点から、繊維シートの坪量は、５～１５０ｇ／ｍ2、特に１０～
８０ｇ／ｍ2であることが好ましい。
【００２０】
　基材シート２０とともに皮脂除去シート１０を構成するシートであるメッシュシート３
０は、一方向に延びる複数の線状材と、これに直交する方向に延びる複数の線状材とが、
それらの交点で結合して格子状の網目を構成しているものである。メッシュシート３０は
、皮脂除去シート１０の使用時に貯留皮脂を除去する作用を有する部位である。この目的
のために、メッシュシート３０は弾性材料から構成されている。かかる材料からメッシュ
シート３０を構成することで、あたかもゴムへらによって汚れをこそぎ落とすように、メ
ッシュシート３０を構成する線状材が毛穴から貯留皮脂及び角栓を押し出してこれを除去
することができる。詳細には次のとおりである。
【００２１】
　すなわち、皮脂除去シート１０においては、基材シート２０の一面に配されたメッシュ
シート３０を構成する線状材３０ａが、該基材シート２０の表面に設けられた複数の凸状



(5) JP 5702082 B2 2015.4.15

10

20

30

40

50

部として作用し、複数の該凸状部による肌の連続的な擦過又は揉みによって毛穴中から貯
留皮脂及び角栓が押し出されてくる。しかも、後述するように、基材シート２０には、皮
脂溶解性の洗浄剤が含浸されており、該洗浄剤は、凸状部間、すなわちメッシュシートの
網目から滲出して肌を湿潤させるので、それによって貯留皮脂の易流動化及び角栓の軟化
が促進され、これらを押し出しやすくなる。
【００２２】
　貯留皮脂及び角栓を効率よく押し出す観点から、メッシュシートを構成する弾性材料は
、その１００％延伸時の荷重が０．０１～１．０Ｎであることが好ましく、０．０５～０
．６Ｎがより好ましく、０．１５～０．３Ｎであることが更に好ましい。この荷重は、本
発明において後述する皮脂溶解性の洗浄剤を用いる場合には、該洗浄剤５グラム中にメッ
シュシートを２４時間以上浸漬（３０℃、５０％ＲＨの部屋に放置）した後に測定される
。以下、この状態を「剤ウェット時」と言う。前記の範囲の弾性を示す弾性材料を用いる
ことで、弾性材料に特有のべたつき及びそれに起因する抵抗感を生じさせることなく、適
度なゴム弾性が発現する。１００％延伸時の荷重（皮脂溶解性の洗浄剤を用いる場合は、
剤ウェット時）は、汎用の引っ張り試験機を用い、チャック間のサンプル長さを１０ｍｍ
とし、引っ張り速度１００ｍｍ／ｍｉｎで１００％延伸したときの荷重（３０℃、５０％
ＲＨ）として測定される。試験片は、メッシュシートを構成する線状材（縦糸又は横糸）
を３０ｍｍの長さに一本切り出したものを用いる。このとき、測定する線状材に交差して
結合する線状材の断片が残っていても構わない。
【００２３】
　線状材の弾性値は、線状材の弾性率と太さに依存する。すなわち、線状材の弾性率が高
いほど、また、太さが太いほど弾性値は大きくなる。例えば弾性率が１０5～１０7Ｐａの
素材で０．１～２ｍｍ程度の太さに成形されたものが好適に用いられる。また、後述の洗
浄剤との親和性が高い場合は、線状材が膨潤して弾性値が低下する場合があるので、線状
材の種類や太さを適宜調節する。
【００２４】
　貯留皮脂及び角栓を効率よく押し出す観点からは、メッシュシートを構成する線状材３
０ａ、すなわち凸状部の高さをコントロールすることが好ましい。凸状部の高さ、すなわ
ち線状材の太さは、１００～２０００μｍ、特に２００～１０００μｍであることが好ま
しい。メッシュシートを構成する線状材は縦糸と横糸の径が異なっていてよく、その場合
は縦糸と横糸の少なくとも一方が前記の弾性値の範囲であればよい。線状材の太さは、顕
微鏡観察によって測定することができる。
【００２５】
　基材シート２０の面積に対する凸状部の占める面積の比率、すなわちメッシュシート３
０の線状材３０ａが占める面積の比率（以下、この比率を「凸状部面積率」という。）は
、貯留皮脂及び角栓の押し出しの効率に影響を与える一因となる。凸状部面積が小さすぎ
ると貯留皮脂及び角栓の押し出し作用が小さくなる傾向にあり、逆に凸状部面積が大きす
ぎても、凸状部による抵抗感が増してやはり貯留皮脂及び角栓の押し出し作用が小さくな
る傾向にある。また、凸状部面積率は、凸状部間において露出している基材シート２０か
ら滲出してくる洗浄剤の滲出性に影響を与える一因ともなる。これらの観点から、凸状部
面積率は１０～９０％、特に３０～７５％であることが好ましい。
【００２６】
　メッシュシート３０は、その全体が基材シート２０と接合していてもよく、あるいは部
分的に基材シート２０と接合していてもよい。メッシュシート３０と基材シート２０との
接合の程度を調節することで、皮脂除去シート１０の使用感をコントロールすることがで
きる。すなわち、接合する面積を増やすことで、より強い押し出し感を得ることができる
。一方、接合点を少なくすることで、柔らかい使用感を得ることができる。メッシュシー
ト３０の全体を基材シート２０と接合させるには、例えばメッシュシート３０を構成する
線状材にホットメルト等の接着剤をスプレー塗布した後に、メッシュシート３０と基材シ
ート２０とを貼り合わせればよい。一方、メッシュシート３０を部分的に基材シート２０
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と接合させるには、例えば先に述べたホットメルト等の接着剤の塗布の他、熱結合、超音
波結合、機械的熱結合などの手段を採用すればよい。また、メッシュシート３０を部分的
に基材シート２０と接合させる場合、接合部位はランダムでもよく、あるいは規則的でも
よい。部分的で、かつ規則的に接合部位を形成する場合、所定の幅をもって帯状の接合部
位と帯状の非接合部位とが交互に位置するように接合を行うことができる。
【００２７】
　メッシュシート３０を構成する弾性材料としては、例えば熱可塑性エラストマーを用い
ることができる。その例としては、ＳＢＳ、ＳＩＳ、ＳＥＢＳ、ＳＥＰＳ等のスチレン系
エラストマー、エチレンプロピレンゴム等のオレフィン系エラストマー、ポリエステル系
エラストマー、ポリウレタン系エラストマーが挙げられる。また、弾性材料として、天然
ゴム、合成ゴム（ポリブタジエン、ニトリル系、クロロプレン系）、アクリルゴム、エピ
クロルヒドリンゴム、シリコーンゴム、スチレンブタジエンゴム、フッ素ゴム等を用いる
こともできる。
　特にＳＢＳ、ＳＩＳ、ＳＥＢＳ、ＳＥＰＳ、エチレンプロピレンゴム、ポリウレタン系
エラストマーが好適に用いられる。
【００２８】
　皮脂除去シート１０における基材シート２０には、皮脂溶解性の洗浄剤が含浸されてい
ることが好ましい。これによって、皮脂除去シート１０の使用時に、肌が該洗浄剤によっ
て湿潤し、貯留皮脂及び角栓が毛穴から押し出されやすくなる。この観点から、皮脂溶解
性の洗浄剤は、油剤、界面活性剤又はポリオール類の少なくとも１種を含むものであるこ
とが好ましい。これらの物質は、貯留皮脂の易流動化や角栓の軟化を促進するものだから
である。
【００２９】
　前記の油剤としては、例えば常温で液状で３０℃における粘度が１５ｍＰａ・ｓ以下の
ものが好ましく、例えば流動パラフィン、流動イソパラフィン、スクワラン、イソドデカ
ン等の炭化水素油、ミリスチン酸イソプロピル、イソノナン酸イソノニル、リンゴ酸ジイ
ソステアリル、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、ジアシルグリセロール、ひまわり
油、オリーブ油等のエステル油、分子量３００以下のシリコーン油等を用いることができ
る。特に、油剤として揮発性のものを用いると、毛穴に詰まった角栓へのなじみが高く、
汚れの溶解性が高くなるので好ましい。かかる揮発性の油剤としては、軽質流動イソパラ
フィン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ポリジメチルシロキサン（２ＣＳ）等が挙
げられる。
【００３０】
　油剤の使用量は皮脂溶解性の洗浄剤中１～４０質量％であることが好ましく、５～３０
質量％がより好ましく、１０～１５質量％であることが更に好ましい。
【００３１】
界面活性剤としては、非イオン性、アニオン性、カチオン性、両性のいずれのものも用い
られるが、非イオン性のものが好ましい。例えばモノラウリン酸ポリエチレングリコール
、ショ糖脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン硬化ひま
し油、ジペンタエリスリトール脂肪酸エステル、アルキルポリグルコシド等を用いること
ができる。
【００３２】
　界面活性剤の使用量は皮脂溶解性の洗浄剤中１～５０質量％であることが好ましく、２
～４０質量％がより好ましく、３～３０質量％であることが更に好ましい。
【００３３】
ポリオール類としては、例えば　グリセリン、１，３ブチレングリコール、イソプレング
リコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、エリスリトール、ソルビト
ール等を用いることができる。
【００３４】
　ポリオールの使用量は皮脂溶解性の洗浄剤中１～７０質量％であることが好ましく、１
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０～６０質量％がより好ましく、２０～６０質量％であることが更に好ましい。
【００３５】
　皮脂溶解性の洗浄剤は皮脂除去シート１０を肌に貼付しやすくする観点から、適度な粘
着性を有することが好ましい。粘着性を付与するためにはヒドロキシエチルセルロース、
キサンタンガム等の多糖類、カルボキシビニルポリマー、アクリル酸メタクリル酸アルキ
ル共重合体等の合成ポリマー類、非イオン性界面活性剤による液晶構造、合成ヘクトライ
ト等の粘土鉱物等が用いられる。
【００３６】
　皮脂溶解性の洗浄剤には、エタノール、ジエチレングリコールモノエチルエーテル等の
水性溶剤；アミノ酸、尿素等の保湿剤；サリチル酸、グリコール酸、乳酸、クエン酸、リ
ンゴ酸等のヒドロキシ酸；ＢＨＴ、トコフェロール、アスコルビン酸等の酸化防止剤；抗
炎症剤、収斂剤、抗菌剤、エキス類、香料等の通常化粧品に用いられる成分を含有させる
ことができる。
【００３７】
　皮脂溶解性の洗浄剤の特に好ましい組成としては、油剤を１０～４０質量％、界面活性
剤を３～５０質量％、ポリオールを１０～６０質量％含有したものが挙げられる。
【００３８】
　皮脂溶解性の洗浄剤は、基材シート２０の乾燥質量に対して１～２５倍、特に２～１８
倍含浸保持されることが好ましい。この範囲内であれば、十分な量の洗浄剤を肌に適用す
ることができ、かつ皮脂除去シート１０を肌に貼り付けるときに、洗浄剤によって手が過
度に濡れることがない。
【００３９】
　皮脂除去シートと皮脂溶解性の洗浄剤は使用時に含浸させて使えるようにした別個のパ
ーツから構成されるキットとして供給することができる。キットとすることで、皮脂除去
シートに含浸させる洗浄剤の量を適宜調節することができる。また、キットとすることで
、各パーツをドライな状態にパッケージングすることが容易になるので、梱包を簡素化す
ることができる。
【００４０】
　皮脂除去シート１０を使用する場合には、まず該シート１０における凸状部が設けられ
た面、すなわちメッシュシート３０の面を肌に当接させて図２（ａ）に示す状態にする。
皮脂除去シート１０における基材シート２０に皮脂溶解性の洗浄剤が含浸されている場合
には、該洗浄剤がメッシュシート３０の網目を通じて肌に適用される。皮脂除去シート１
０が肌に貼り付くとともに、洗浄剤によって肌が湿潤する。基材シート２０に皮脂溶解性
の洗浄剤が含浸されていない場合には、該洗浄剤を別途用意しておき、該洗浄剤を肌及び
／又は皮脂除去シート１０におけるメッシュシート３０の面に施した後に、皮脂除去シー
ト１０を肌に貼り付ける。
【００４１】
皮脂除去シート１０を肌に当接させる時はその部位の一部または全部が加温されているこ
とが好ましい。好ましい温度は３５～４２℃である。加温方法としては、入浴、スチーム
型美顔器、蒸しタオル、無機粉やポリオール類の水和による発熱、鉄粉などの酸化による
発熱を利用することができる。
【００４２】
　洗浄剤によって肌が十分に湿潤したら（例えば１～１０分後）、図２（ｂ）に示すよう
に、皮脂除去シート１０における基材シート２０の側から該シート２０を介して指によっ
て肌を揉む操作を行い毛穴中の貯留皮脂及び角栓を押し出して除去する。この操作は、狭
義の揉みだけでなく、擦過の操作等も含む、毛穴中の貯留皮脂及び角栓を押し出すマッサ
ージの動作全般を包含する。押し出された貯留皮脂は液層に可溶化されてくる。最後に、
押し出された貯留皮脂を拭き取るか又はすすいで洗い流す。角栓はメッシュシート３０の
網目において露出している基材シート２０に絡め取られる。角栓を一層軟化させたり、貯
留皮脂の流動性を一層高めたりする観点からは、入浴中に皮脂除去シート１０を使用する
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ことが効果的である。以上の操作によって、貯留皮脂や角栓が毛穴から除去される。また
、メッシュシート３０の作用によって、皮膚の角層も除去される。その結果、皮脂除去シ
ート１０を用いると、肌にダメージを与えることなく、毛穴が目立ちにくくなる。また肌
のつるつる感を実感するようになる。肌がつるつるになることによって、その後に化粧を
行うときの化粧のりが良好になるという付加的な効果もある。
【００４３】
　皮脂除去シート１０は、図２（ａ）に示すように鼻に適用するだけでなく、ヒトの身体
の他の部位に適用してもよい。例えば、顔面における皮脂の分泌が気になる部位である額
や顎に適用してもよい。
【００４４】
　図３には、本発明の別の実施形態の皮脂除去シート１０が示されている。同図に示す皮
脂除去シート１０は、基材シート２０の一面に形成された凸状部として、メッシュシート
３０を用いる代わりに、複数の凸状部３１を全域にわたってパターン印刷によって配置し
たものである。凸状部３１の配置パターンは規則的でもよく、あるいは不規則でもよい。
凸状部３１の高さや、凸状部３１が占める面積率は、先に述べた実施形態と同様とするこ
とができる。個々の凸状部３１の平面視での面積率は、１０～９０％、特に２０～４０％
とすることが、貯留皮脂や角栓の効率的な押し出しが行える点から好ましい。
【００４５】
　図３に示す実施形態の皮脂除去シート１０は、例えば基材シート２０の一面に、ＥＶＡ
などの熱接着性樹脂（ホットメルト）をドット状にパターン印刷して熱融着させて、凸状
部３１を形成することで製造することができる。
【００４６】
ホットメルトの付着パターンに特に制限はないが、ドット状、ストライプ状、ウェーブ状
等に形成させることができる。円弧上、同心円状のパターンは貯留皮脂を押し出す効果に
優れる。このパターンを左右の鼻翼や鼻尖などの皮脂腺の多い部位に配置することで、貯
留皮脂を効果的に除去することができる。
【００４７】
　エラストマーをシートに付着させることで凸部を形成させる場合の凸部の大きさは、高
さ・幅ともに０．１～２ｍｍ、好ましくは０．２～１ｍｍである。凸部の断面形状は円弧
状、三角状、台形状、中央に窪みを持つ山形状などが好ましい。
【００４８】
　エラストマーをシートに付着させることで凸部を形成させる場合の凸状部の弾性は１０
５～１０７Ｐａ程度が好ましい。
【００４９】
　以上、本発明をその好ましい実施形態に基づき説明したが、本発明は前記実施形態に制
限されない。例えば図１に示す実施形態におけるメッシュシート３０は、矩形の網目を有
するものであったが、これに代えて円形、台形、菱形、六角形等の網目を有するメッシュ
シートを用いることができる。また複数の線状材がランダムに堆積して構成された、不規
則な形状の網目を有する弾性シートを用いることもできる。同様に、図３に示す実施形態
においては、凸状部３１の平面視での形状が円形であるが、これに代えて、多角形、楕円
形、星形、又はそれらの任意の組み合わせの形状からなる凸状部を用いてもよい。
【００５０】
　また、基材シート２０に洗浄剤が含浸保持されている場合には、皮脂除去シート１０の
使用時に、手が洗浄剤で濡れないようにするために、該基材シート２０の外面に液不透過
性のシートを積層してもよい。
【実施例】
【００５１】
　以下、実施例により本発明を更に詳細に説明する。しかしながら本発明の範囲は、かか
る実施例に制限されない。特に断らない限り、「％」は「質量％」を意味する。
【００５２】
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　　〔実施例１〕
（１）基材シート２０
　ポリプロピレンからなる坪量１０ｇ／ｍ2のメルトブローン不織布を用意した。このメ
ルトブローン不織布の一方の面に、１ｄｔｅｘの芯鞘型複合繊維（繊維長３８ｍｍ）から
なる坪量１５ｇ／ｍ2の第１のウエブを積層した。芯鞘型複合繊維は、芯がポリプロピレ
ンで、鞘がポリエチレンからなるものであった。またメルトブローン不織布の他方の面に
、レーヨン（６０％）と芯鞘型複合繊維（４０％）からなる坪量１５ｇ／ｍ2の第２のウ
エブを積層した。レーヨンは１．７ｄｔｅｘで、繊維長４０ｍｍのものであった。芯鞘型
複合繊維は、芯がポリプロピレンで、鞘がポリエチレンからなり、１ｄｔｅｘで、繊維長
３８ｍｍのものであった。これら三者の積層体に対して高圧水流を施して繊維交絡を生じ
させ、三層構造のスパンレース不織布を得た。このスパンレース不織布を基材シート２０
として用いた。
【００５３】
（２）メッシュシート３０
　新日石プラスト（株）ＣＯＮＷＥＤ社製のエラストマーネットであるリバウンドネット
２５５０（商品名）をメッシュシート３０として用いた。このメッシュシートは、坪量１
１７ｇ／ｍ2であり、スチレンブロックコポリマー及びスチレン・イソプレンブロックコ
ポリマーを主原料とするものであった。含浸時の１００％延伸時の荷重は０．１６５Ｎで
あった。線状材の太さは、タテ糸が０．５ｍｍ、ヨコ糸が０．７５ｍｍ、メッシュの網目
の面積は１００ｍｍ2当たり６１．５ｍｍ2であった。
【００５４】
（３）皮脂除去シート１０
　基材シート２０における第２ウエブ側の表面にメッシュシート３０を配置し、インパル
スシーラーによって両者をそれらの全面にわたり接合して積層体を得た。この積層体を図
１に示す形状に打ち抜いて、目的とする皮脂除去シート１０を得た。
【００５５】
（４）洗浄剤
　以下の組成を有する洗浄剤を基材シート２０に含浸保持させた。含浸量は、基材シート
２０の乾燥質量の１５倍とした。
・モノラウリン酸ポリエチレングリコール：１５％
・イソステアリン酸ポリオキシエチレンソルビタン：１５％
・ジエチレングリコールモノエチルエーテル：１５％
・イソノナン酸イソノニル（油剤）：５％
・ソルビトール：２０％
・キサンタンガム：０．１５％
・水：バランス
【００５６】
（５）評価
　得られた皮脂除去シート１０を用いて鼻の毛穴中の貯留皮脂の除去の程度を次の方法で
評価した。３０台の男性を被験者とし、この被験者の鼻に４０℃のスチームを３０分間吹
き付けた。スチームの吹き付けは、入浴状態を擬似したものである。次に皮脂除去シート
１０を被験者の左の鼻翼にのみ貼付した。右の鼻翼は対照としてそのままにしておいた。
貼付してから５分経過後に、皮脂除去シート１０を介して左の鼻翼を３０秒間揉みマッサ
ージした。次いで皮脂除去シート１０を剥がし、全顔をビオレ洗顔フォーム（花王株式会
社製）で洗った。エステティックサロン用の業務用吸引器（外径１２ミリ、内径９．４ミ
リのガラス製エステ吸引管で吸引）を用い、左右の鼻翼の毛穴中の貯留皮脂を吸引してそ
の吸引量を測定した。この測定から２週間経過後、同じ被験者を対象として同様の測定を
行った。ただし、皮脂除去シート１０は右の鼻翼にのみ貼付し、左の鼻翼は対照とした。
このようにして、皮脂除去シート１０を使用した場合と、使用しなかった場合とでＮ＝２
のデータを収集し、これらを算術平均して貯留皮脂の吸引量を算出した。その結果、皮脂
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除去シート１０を使用しなかった場合（対照）の貯留皮脂の吸引量は２．９ｍｇであった
。これに対し、皮脂除去シート１０を使用した場合（本発明）の貯留皮脂の吸引量は１．
１ｍｇにとどまり、皮脂除去シート１０の使用によって１．８ｍｇの貯留皮脂が除去され
たことが判った。また、使用後の鼻翼の状態を目視したところ、皮脂除去シート１０を使
用した側の鼻翼における毛穴の目立ちは観察されなかった。また、赤斑等の損傷も観察さ
れなかった。皮脂除去シート１０の使用後の肌はつるつるしていた。
【符号の説明】
【００５７】
１０　毛穴の皮脂除去シート
２０　基材シート
３０　メッシュシート
３０ａ　線状材
３１　凸状部

【図１】

【図２】

【図３】
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